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昭和57年

2月号
金木町役場細集企画室

一
丁

グ
イ
ー発

い乏嵯墨聖堂
●

金
木
町
少
年
相
撲
愛
好
会
（
伊
丸
岡
勇
会
長
）
主
催
の
少
年
相
撲
教
室
初
げ
い
こ
が
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
け
い
こ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
相
撲
教
室
は
昨
年
十
月
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
身
を
鍛
え
青
少
年
の
健
全
育
成
を
、
的

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
、
小
学
校
四
年
生
以
上
の
子
供
た
ち
が
三
十
五
人
い
ま
す
。

同
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
に
、
田
中
町
長
は
じ
め
父
兄
の
方
々
約
五
十
人
が
集
ま
り
、
は
じ

め
に
田
中
町
長
が
「
相
撲
を
通
し
て
体
・
技
だ
け
で
な
く
心
も
鍛
え
、
一
生
懸
命
け
い
こ
し
て
下
さ
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
あ
と
け
い
こ
に
入
り
ま
し
た
。
岐
初
は
体
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
昨
シ
コ
〃
を
踏
ん
で

い
た
子
供
た
ち
も
、
二
チ
ー
ム
に
別
れ
て
勝
ち
抜
き
戦
に
な
る
と
「
お
願
い
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
元
気
な
声
を
出
し
、
観
戦
す
る
父
兄
の
方
々
か
ら
も
暖
か
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

●

＝
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H1

(釦月

町
民
元
日

集
い

3

H

(H)１

４
日
月

８
Ⅱ
㈱
金
木
町
少
年
相
撲
初

げ
い
こ

第
２
保
育
所
修
被
式

６
日
榊く

ｎ
日
側

胆
Ｈ
㈹
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
修
被
式

町
の
動
き

町の人口と世帯数

男7，242人

人口女7，445人

計14，687人

世帯数3，893世帯

(S57.1.31現在）

消
防
剛
出
初
式

金
木
町
少
年
卓
球
大

〈
云 御

用
始
め

喜
良
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
修
械
式
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金木だより（2）

圃急濁亀③目

水稲被害に対して

〃
被
災
農
家
の
頼
み
の
綱
“
Ｉ
と
も
い
う
・
へ
き
農
業
共
済
金
の
支
払
い
額
が
当
町
で

は
約
六
億
円
と
決
ま
り
ま
し
た
．

昨
年
は
四
月
か
ら
続
い
た
異
常
低
温
、
集
中
豪
雨
及
び
台
風
十
五
号
等
の
影
響
で
、

水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
二
年
続
き
の
冷
害
と
な
り
ま

し
た
。そ

の
過
程
で
町
当
局
は
、
町
の
各
関
係
機
関
と
の
連
け
い
を
強
化
す
る
た
め
に
「
金

木
町
農
作
物
異
常
低
温
対
策
連
絡
会
議
」
（
会
長
沢
田
助
役
）
「
昭
和
五
十
六
年
産
農
作
物

災
害
金
木
町
対
策
本
部
」
（
本
部
長
田
中
町
長
）
を
設
置
し
、
被
害
農
家
救
済
に
全
力
を

挙
げ
て
き
ま
し
た
。

異
常
低
温
に
続
き
七
月
に
は
、

二
回
に
わ
た
る
集
中
豪
雨
に
兄
舞

わ
れ
、
水
稲
の
冠
水
面
械
は
六

○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
転
作
大
豆
七

被
害
総
額
十
三
億
円

●

町
で
は
、
被
害
が
甚
大
な
こ

と
か
ら
町
対
策
本
部
が
中
心
と

な
っ
て
被
災
者
救
済
の
た
め
、

剛
、
県
並
び
に
農
業
共
済
連
、

食
糊
邪
務
所
、
農
林
漁
業
金
融

公
廊
支
店
等
へ
の
陳
怖
を
行

な
い
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水
を
か
ぶ
り
、

更
に
八
月
二
十
二
日
か
ら
の
大

雨
に
加
え
て
二
十
四
川
に
は
台

風
十
五
号
の
直
撃
を
受
け
、
農

作
物
の
冠
浸
水
は
水
稲
一
七
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
転
作
飼
料
作
物

一
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
転
作
大

豆
五
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
葉
た
ば

こ
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
野
菜
類
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
び
ま
し
た
。

共
済
金
の
早
期
支
払
い
を
陳
情

ま
た
、
台
風
十
遮
号
の
強
風

で
葉
た
ば
こ
乾
燥
施
投
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
全
壊
五
六
棟
、
半
壊

一
○
棟
、
鱗
の
披
慨
六
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
全
耕
作
面
積
が
被
害

を
受
け
、
水
稲
も
白
穂
、
か
つ

変
推
状
が
統
川
し
ま
し
た
。
り

ん
ご
の
被
害
状
況
は
金
木
全
域

に
わ
た
り
デ
リ
系
が
舷
も
多
く
、

落
下
数
合
わ
せ
て
三
万
一
三
二

箱
に
も
の
ぼ
り
、
農
作
物
の
被

害
総
額
は
十
三
億
四
千
六
両
刀

円
に
達
し
ま
し
た
。

山
農
家
か
ら
被
審
巾
街
を
受
け

た
組
合
等
は
、
申
告
の
あ
っ
た

水
田
を
一
筆
ご
と
に
す
べ
て
凋

を
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

共
済
金
が

支
払
わ
れ
る
ま
で

●

一
川
一
Ⅱ
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
恒
例
の
「
町
民
元
旦

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｈ
午
前
十
一
時
に
町
民
の

方
々
一
○
九
名
が
川
席
し
君
が

代
斉
咄
、
年
頭
の
辞
、
各
界
年

狐
の
抱
負
な
ど
が
行
な
わ
れ
た

あ
と
祝
宴
に
入
り
、
今
年
の
抱

負
な
ど
を
踊
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。

今
側
の
出
席
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

秋
元
武
治
荒
関
通
義

秋
元
常
貞
浅
木
全
一

町
民
元
旦
の
集
い

今
年
は
一
○
九
名
が
参
加

阿
部
定
一

伊
藤
久
雄

伊
藤
徳
衛

大
橋
魂
五
郎

小
田
桐
喜
吉

太
川
助
七

大
橋
隆
治

小
山
内
等

大
谷
柾
志

加
藤
丈
則

片
岡
八
千
雄

角
田
昭
次

角
川
金
男

菊
地
健
次
郎

伊
丸
岡
勇
一

今
別
幸
正

泉
谷
照
正

小
野
祐
蔵
一

大
佐
賀
幸
雄

太
朏
徹

逢
坂
伸
三
一
一

小
山
内
武
夫
一
｜

加
藤
卓
爾
一

神
成
忠
尚
一

角
田
良
逸
一

角
田
偲

木
村
静
逸

櫛
引
政
雄
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（3）金木だより

… 亜垂 査
し
ま
す
。
調
盃
は
各
部
落
か

ら
選
ば
れ
た
評
価
員
が
検
見
に

よ
り
行
い
、
さ
ら
に
評
価
会
委

員
に
よ
る
調
査
を
し
ま
す
。

②
組
合
等
の
扱
害
評
価
会
委
員

が
部
落
ご
と
に
抜
取
調
査
を
し
、

部
落
間
に
評
価
の
不
公
平
が
生

じ
な
い
よ
う
組
合
内
の
減
収
歴

（
当
初
評
価
商
と
い
う
）
を
決

め
ま
す
。

⑧
組
合
等
の
報
告
を
受
け
た
県

農
共
連
は
、
県
内
の
各
組
合
等

へ
行
き
、
実
測
や
兄
回
り
調
在

な
ど
を
し
て
各
組
合
等
の
損
害

評
価
の
公
正
、
均
衡
化
を
図
り

○所得税･贈与税の申告

贈与税の申告は2月1日から、所得税の確

定申告は2月16日から、それぞれ受付が始ま

っています。どちらも申告期限は3月15日で

すが、期間間近になりますと、税務署は大変

混雑しますので、申告はできるだけ早く済ま

せるようにしてください。

－言一

連
合
会
の
損
害
評
価
会
に
か
け

て
、
県
内
の
減
収
歴
（
連
合
会

当
初
評
価
高
）
と
し
、
農
林
水

産
省
に
報
告
し
ま
す
。

剛
農
林
水
産
省
で
は
、
連
合
会

の
報
告
を
受
け
、
農
林
統
計
慨

報
部
の
調
査
に
よ
る
各
県
の
減

収
鑓
と
照
合
し
、
認
定
を
受
け

て
、
初
め
て
正
式
の
槙
害
（
減

収
垂
）
が
決
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ

の
よ
う
に
何
段
階
も
の
チ

ェ
ッ
ク
に
よ
り
、
公
正
な
評
価

が
行
な
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

〈所得税の申告と納税〉

所得税の確定申告をしなければならない人

は、事業をしている人、不動産収入のある人

土地や建物を売った人などです。

所得税の納税は、申告期限と同じ3月15日

までしなければなりません。なお、口座振替

や延納制度もありますので御利用ください。

また、確定申告期間中は、税務署のほかに

市町村や税理士会でも無料で申告の相談に応

じています。

●

天
災
資
金

自
作
農
維
持
資
金
は

二
億
四
千
万
円

二
年
続
き
の
冷
害
は
、
町
が

推
進
し
て
き
た
水
田
利
用
再
編

対
策
に
も
響
き
、
団
地
化
転
作

に
伴
う
互
助
金
の
拠
出
も
困
難

な
も
の
と
な
り
、
町
で
は
冷
害

対
策
没
と
し
て
二
千
百
万
円
を

助
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
早
期
支
払
い
が
切
望

さ
れ
て
い
た
被
災
農
家
の
頼
み

の
綱
で
あ
る
農
業
共
済
金
六
億

二
千
三
百
万
円
が
年
内
に
支
払

わ
れ
、
天
災
資
金
、
自
作
農
維

持
資
金
が
合
わ
せ
て
二
億
四
千

共
済
金
は
十
二
月
中
に
支
払
い

<贈与税の申告と納税〉

贈与税は個人から財産をもらったときに、

もらった人にかかる税金で、昭和56年中に個

人からもらった財産の価格の合計額が60万円

を超える場合は申告しなければなりません。

なお、納税も申告と同じように3月15日ま

でしなければなりませんが、一定の要件のも

とに延納制度がありますから御利用ください。

詳しくは、最寄りの税務署や税務相談室へ

お尋ねください。

万
円
貸
付
け
さ
れ
る
ほ
か
、
国

哩
の
純
も
み
確
保
・
助
成
に
加

え
、
町
単
で
一
キ
ロ
五
十
円
を

助
成
し
ま
す
。

緊
急
就
労
対
策
で
は
延
べ
三

百
人
、
醜
業
賀
で
八
百
五
十
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

自
立
心
の
強
い

農
業
経
営
者
に

｜
』
の
よ
う
に
一
一
年
続
き
の
冷

害
で
今
年
に
か
け
る
期
待
は
大

き
く
、
そ
の
た
め
に
も
町
の
対

策
と
し
て
、
農
家
の
農
業
に
対

す
る
意
識
の
転
換
、
他
力
本
願

を
排
除
し
、
、
立
心
の
強
い
農

業
経
営
者
を
育
成
し
て
い
く
方

針
で
す
。

●
工
曄
睡
唾
郎

小
か
林
睡
一

〈
可
金
他
感

祇
山
撹

仏
叫
々
か
小
睡
叫
姪

仏
鉾
洪

向
川
川
峰
叫
蛾

ｎ
Ｍ
川
竹
帆
耐

向
い
川
常
鵬
吐

向
川
瀬
幽
太
郎

織
即
木
‐
尊
奄
呵

川
パ
川
蝉
一

緒
以
内
戯
エ
ハ

、
川
村
雄
些
一

ｍ
叫
小
↓
窮
華
叩

和
吋
蝿
派
乢
吹
師
即

津
蝿
多
七

圭
寸
ｍ
・
鰯
や
画

晦
海
義
男

鳴
海
鑿

0国罠箪会の倶険料

唄な§風良雄金の倶雌卿ぱ4,500111でナカ#、

4年の4〃から1カ月分が5,2201りに変わり

ますaこれは．：豊齢雌金の受給潟が増臭続け

ていくのと、〃金額が物ｲllli_|界などに合わせ

て毎年増額されていくためです。脚民年金では、

年金給付額の3分の1が倒山袖助されており、

加入期間短縮による特例加算部分については､｜
さらに手厚い国庫補助が行なわれていますが、

それでも改正後の年金をまかなうために必要

な保険料､8,000円程度になります。

このようなことから、保険料の額が改正さ

れますが、皆さんのこ理解と、ご協力をお願

いいたします。
世二’

II1鴫徳寺津対lillll+il;ril'11]1』」l'1i尺榧〃《今近工

羅海川'1崎馬ji'l'l隅岫川川川川llllll職藤
太健順芳幸 兼 蝿 厚 京 l l l 術 滴 照 徳 l l ] l l B 政 義 勝
郎古悦松雄正蔵三子美一一一ソj政ｿ）火孝孝イー具雄

中
谷
定
雄
成
田
他
逸

巾
元
一
広
成
田
隆
盛

成
川
溶
明
夏
坂
庄
二

小
村
美
智
男
中
谷
金
四
郎

巾
谷
秀
八
西
村
節
男

西
村
昭
八
新
岡
慶
一

野
呂
正
花
田
一

脈
川
一
実
花
川
柾
五
郎

藤
本
靖
福
井
豊

糊
山
光
延
前
酬
富
美
術

前
川
清
克
正
木
繁
治

三
浦
金
蔵
三
橋
教
男

森
敏
夫
山
垣
興
三

山
中
満
川
田
勝
見

山
中
幸
蔵
山
中
正
津

山
田
箙
之
吉
田
米
逸

吉
田
米
五
郎
吉
見
善
七

吉
、
清
作
吉
田
登
志
一

米
谷
甚
九
郎

（
ア
ィ
ウ
エ
オ
順
、
敬
称
略
）
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「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

ｌ
と
去
る
一
月
二
十
六
日
、
中

央
公
民
館
で
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
運
動
研
究
協
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
す
を
拓

く
あ
す
な
る
県
民
運
動
推
進
協

議
会
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
連
動

ま
ち
の
話
題

｢交通安全は家庭から」

交通ルールを守る運動

研究協議会

おむつ作りに汗を流す団員

部
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
町

民
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

会
は
ま
ず
、
主
催
者
側
を
代

表
し
て
間
宮
安
子
同
会
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
部
会
副
部
会
長
が

あ
い
さ
つ
、
そ
の
あ
と
田
中
町

長
が
「
交
通
覗
故
は
日
常
生
活

と
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
家
庭
の
主
婦
が

中
心
と
な
・
っ
て
交
通
安
全
に
関

心
を
持
つ
よ
う
な
会
話
を
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
一
年
間
の
金
木
警

察
署
管
内
の
交
通
事
故
発
生
の

概
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

こ
の
あ
と
作
家
・
小
川
原
金
一

氏
が
「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
い
ま

金
木
町
日
赤
奉
仕
団
（
相
馬

京
子
委
員
長
、
団
員
四
百
九
十

五
人
）
は
去
る
一
月
二
十
七
日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
し

の
剛
」
を
訪
れ
、
お
年
寄
り
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
お
む
つ

作
り
に
精
を
出
し
喜
ば
れ
ま
し

た
。

側
奉
仕
団
は
毎
年
、
「
あ
し

丹
精
込
め
て
お
む
つ
作
り

●

の
園
」
や
中
里
町
の
「
静
和
園
」

に
約
四
百
枚
の
お
む
つ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
，
て
お
り
、
そ
の
た
め

農
閑
期
の
暇
を
見
つ
け
て
は
お

む
つ
作
り
に
励
ん
で
い
る
も
の
。

こ
の
日
も
二
十
人
の
団
員
が
持

ち
寄
っ
た
古
布
な
ど
で
お
む
つ

作
り
の
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

同
奉
仕
団
が
あ
し
の
園
や
静

し
た
。午

後
は
、
交
通
珈
故
で
息
子

を
失
っ
た
母
親
の
悲
し
み
を
描

い
た
映
画
「
母
の
悲
し
み
」
を
鑑

賞
。
続
い
て
主
催
者
と
参
加
者

に
分
か
れ
て
家
庭
の
交
通
安
全

に
つ
い
て
意
兄
発
表
や
質
疑
応

講
師
の
話
に
聴
き
入
る
参
加
者
た
ち

答
が
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
の

道
路
横
断
、
自
転
車
通
学
な
ど

子
供
た
ち
の
交
通
マ
ナ
ー
の
徹

底
、
さ
ら
に
は
お
年
寄
り
た
ち

へ
の
安
全
指
導
の
仕
方
な
ど
に

つ
い
て
家
庭
の
果
た
す
役
割
を

強
調
し
て
い
ま
し
た
。

和
園
を
慰
問
す
る
際
は
、
民
謡

や
手
踊
り
な
ど
も
披
露
し
、
お

年
寄
り
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
る

と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
福
祉

活
動
に
も
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
春
、
秋
の
ク
リ

ー
ン
作
戦
へ
の
参
加
、
定
期
的

に
救
急
法
の
講
習
会
を
開
く
な

ど
、
住
み
よ
い
明
る
い
町
を
願

い
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

町
の
わ
だ
い

●

鬼は外／福は内.ノミ
へ
、

三
十
周
年
記
念
に
額
を
寄
贈

金
木
俳
句
会
「
砧
吟
社
」

金
木
俳
句
会
「
砧
吟
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま

社
」
（
平
井
機
炎
会
長
、
す
。

｛

会
員
十
五
人
）
は
発
足

三
十
周
年
を
記
念
し
、

金
木
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
俳
句
を
杏
き
連

ね
た
額
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

額
に
は
去
る
五
十
五

年
六
〃
、
当
町
で
開
か

れ
た
第
十
川
県
下
金
木

俳
句
大
会
の
入
賞
句
五

十
首
が
ず
ら
り
と
書
か

れ
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
る
お
年
寄
り

2月3日は節分の日、各地で豆まきの行事が行な

われました。上の写真は第2保育所の豆まきの様子

です。

一一一
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（ 5）金木だより

出
生
届
は
、
、

録
、
親
子
関
係
の

関
係
以
外
の
親

族
関
係
の
登
録
、

権
利
の
主
体
と

（
哩
月
）

桜
井
孝
行
（
孝
）
金
木

田
中
恋
央
（
界
）
〃

泉
谷
健
太
郎
（
幸
男
）
川
倉

沢
田
綾
子
（
良
美
）
金
木

其
田
帆
波
（
秋
夫
）
嘉
瀬

三
上
優
佳
（
友
彦
）
葛
良
巾

成
田
和
歌
子
（
加
志
美
）
中
柏
木

夏
坂
和
史
（
政
秀
）
金
木

柴
田
響
（
伸
二
今

加
賀
川
陽
介
（
幸
二
〃

な
る
始
期
の
登
録
、
名
の
登
録

と
い
う
大
切
な
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
、
出
生
の
日
か
ら

戸籍の窓お
め
で
と
う

ご
存
じ
で
す
か
。
．

日
本
国
籍
の
登

L-－

登
録
、
親
子
届
を
し
な
い
と
、
三
万
円
以
下

鎌
田
孫
文
（
孫
春
）
斑
瀬

白
川
拓
広
（
裕
真
）
畔
川

松
坂
結
（
司
）
金
木

山
中
久
城
（
久
史
）
鶏
瀬

成
田
卓
弥
（
勧
）
金
木

黒
川
健
太
（
僻
）
蒋
良
市

鳴
海
智
蛾
（
京
二
金
木

古
川
裕
記
（
雌
雄
）
撫
良
巾

前
田
服
樹
（
憩
）
神
原

前
田
画
樹
（
〃
）
〃

（
１
月
）

黒
川
か
な
子
（
慶
治
）
斑
瀬

白
川
麻
美
子
（
忠
治
）
川
倉

吉
村
匡
史
（
隆
次
）
中
柏
木

花
田
孝
志
（
享
一
）
嘉
瀬

佐
藤
弘
樹
（
弘
光
）
〃

津
島
早
紀
（
伸
治
）
金
木

嶋
海
修
也
（
尋
文
）
〃

鵬
海
幸
司
（
勝
利
）
嘉
瀬

今
真
佐
子
（
文
雄
）
悪
良
市

棟
方
和
総
（
滴
春
）
認
瀬

起
算
し
て
十
四
日
以
内
に
出
生

の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

出
生
届
の
用
紙
は
、
町
役
場

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

医
師
又
は
助
産
婦
が
出
生
に

●

立
ち
合
っ
た
場
合
に
は
、
医
師

又
は
助
産
婦
の
作
成
し
た
出
生

証
明
弁
を
出
生
脳
に
添
付
し
な

出
中
竜
之
介

咄
海
祐
美

津
川
奈
央
子

山
中
珠
美

阿
部
倫
子

花
田
公

松
川
慨
海

原
川
幸
樹

徳
川
梧
志

津
島
明
子

鴫
海
裕
樹

白
川
竹
彦

吉
岡
刺

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

声
に
聖
。

へへ

吉田田柳
松中中谷

お
し
あ
わ
せ
に

、
Ⅱ
◎

敏
彦

優
子

修
二

房
芙

（
英
三
）

（
一
一
一
一
）

（
均
）

（
新
）

（
滴
隆
）

（
怖
）

（
幸
恋
）

（
照
彦
）

（
重
夫
）

（
正
治
）

（
嫡
雄
）

（
武
）

（
忠
二詳

し
い
こ
と

は
、
役
場
町
民

課
に
お
尋
ね
く

（
美
智
雄
）
金
木

（
宗
策
）
東
京
都

（
吃
月
）

（
光
雄
）
三
厩
村

（
正
明
）
蒔
田

燃金金蝿金蒔‘|』嘉金
多 杣’〃

木瀬木H1木瀬木

〃

瀬木
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雲篝雲霧蕊篝讓篝義藷讓（
１
月
）

（
訓
仙
ケ
種
子
一
種
幸
金
〃
木

（
羅
孟
嘩
訓
一
口
型
一
幅
垣
餉

（
岬
端
画
蓋
一
画
塞
郵
恭
鐸
癖

●
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（
哩
月
）

三
ｔ
勇
（
諏
歳
）
喜
良
市

白
川
く
に
（
蛇
歳
）
蒔
田

和
川
ヨ
コ
（
沌
歳
）
金
木

大
橘
勇
一
郎
（
配
歳
）
〃

木
村
ヨ
シ
（
鈍
歳
）
嘉
瀬

角
川
蝋
吉
（
認
歳
）
金
木

小
野
リ
セ
（
沌
歳
）
〃

古
川
巾
四
郎
（
氾
歳
）
喜
良
市

原
川
さ
み
（
万
歳
）
中
柏
木

棟
方
末
太
郎
（
沁
歳
）
喜
良
市

今
リ
ヤ
（
団
歳
）
〃

鴫
海
忠
久
（
卵
歳
）
嘉
瀬

津
川
タ
エ
（
顕
歳
）
〃

白
川
健
造
（
師
歳
）
川
倉

（
１
月
）

伊
藤
民
弥
（
沁
歳
）
嘉
瀬

黒
滝
健
治
郎
（
鯛
歳
）
金
木

千
川
ス
ッ
ノ
（
帥
歳
）
〃

角
川
リ
サ
（
妬
歳
）
〃

中
谷
リ
ッ
（
弘
歳
）
川
倉

沢
川
義
臣
（
鋤
歳
）
金
木

木
下
サ
ク
ラ
（
沼
歳
）
嘉
瀬

山
中
ミ
ツ
（
氾
歳
）
〃

黒
滝
イ
ッ
子
（
犯
歳
）
〃

剛
中
牧
子
（
詑
歳
）
蒔
田

田
中
清
一
（
的
歳
）
〃

藤
元
利
栄
（
ｎ
歳
）
金
木

奈
良
マ
ユ
（
記
歳
）
〃

鈴
木
純
一
（
溺
歳
）
〃

奥
野
万
四
郎
（
釦
歳
）
〃

お
く
や
み
一
’

耐
出
生
届
に
つ
い
て
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●

E毫嘉熱窒．
被害者にも加害者にも大きな負

担をもたらす自動車事故は、決し

て起こしてはならないものです。

しかし、もし起きてしまったら

…そんなとき、信頼できる相談相

手のないことほど心細いものはあ

りません。

社団法人日本損害保険協会では

「自動車保険請求相談センター」

を設置し、強制保険・任意保険を

問わず交通事故の解決方法等の相

談に応じています。

相談は一切無料ですから、気軽

にご利川ください。

<開設場所〉

青森市長島2丁目10番4号（ヤ

マウビル8階）背森自動車保険請

求相談センター

a0177-22-1023番へ

<相談時間〉

口平|19時30分から16時30分

口土曜日9時30分から12時

昭和57年度入学者募集

県立弘前高等学校通信制では、

昭和57年度も向学心のある方々の

入学を望んでいます。

出願日は3月3日から4月7日

までですが、学習方法その他詳し

いことは下記へおたずね下さい。

入学案内及び出願用紙について

は120円切手同封の上ご詰求下さ

い。なお希望する科目だけを勉強

したい方や、就学前の子供さんが

いるために入学をためらっている

方も下記にご相談下さい。

弘前市大字新寺町l番地

青森県立弘前高等学校通信制

"0177-32-9424

献血にご協力を／
こまったときのため、こまって

いる人のために皆さんのご協力を

お待ちしております。

口日時・場所

昭和57年3月8日（月）

午前10時30分～正午まで

金木町役場前

午後1時30分～2時20分まで

公立金木病院前

午後2時30分～3時30分まで

内勤車学校前

離乳食実技指導
口受付11時

3月10日（水）

午前9時30分～10時

口場所

役場3階保健相談室

口対象

昭和56年7月、8月生まれの乳

児をお持ちの保護者

児童生徒Q明るい選挙啓発極語集⑤｜

○正しい人をみんなで選ぶよい選挙

○正しい人に気持のこもった一票を

○いい人選んで明るい町づくり･…‐

○あなたの一票に悪の手が伸びる；ー

金木よだり（6）

乳幼児の健康診査

乳幼児の健康診

査を次の日程で行

います。該当する

乳幼児には、必ず

受診させるように

して下さい。

口受付日時

3月18B(木）

午後1時～2時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和56年12月生まれ

口受付日時

3月18日（木）

午後12時40分～1時

口場所

公立金木病院小児科

口対象

昭和55年9月生まれ

恵まれない人にと一

お年玉3,000円

嘉瀬本町、教員鳴海等さんの長

女友香さん（南中1年）、2女あ

ゆ子さん（嘉瀬小6年）、3女新

子さん（嘉瀬小3年）の3姉妹は

さる1月9日、お年玉の1部の現

金3,000円を町社会福祉協議会に

寄託しました。

嘉瀬小6年

〃

金木中3年

〃

鳴海

伊藤

中谷

長尾

あゆ子

由紀子

睦美

吉洋

一 －－，弓一


